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ズ・アジアから考える第四巻）東大出版会、69～130 頁、1994 年を参照）。 
 そして築堤以来の歴史の中で、そうした政治ボス相互の間に一定の安定した縄張り配置
が作られている。それが当初の郷の境界である。しかし白藤岡村の郷への昇格を機会に、
白藤岡郷に住む政治的野心家の一人が、自らが周囲の人々に対して持つ地縁的人的結合を
初期資源にして、そのボス仲間に新規参入を図らんと、固有の課税縄張りを要求する。そ
の争論に際して「白藤岡郷の集落部分の住民達が持ちまた耕す土地」という一見属人主義
的な議論がなされるにせよ、それは所詮は縄張り主張に際して持ち出される論拠の一つに
過ぎず、彼が最後に目指す状態は、結局はそれも属地主義的な権益である。それと既存の
約束構造との軋轢こそがこの紛争の内実だ。 
 つまり村民の視点ではなく政治ボスの側に視点を据える史料理解の可能性。そして考え
てみれば、個別村民側にとっては、ことこの問題に限れば、どの郷に属すか（誰に田畝捐
を取られるか）は実は大した問題ではない。どの郷に属するにせよ、その郷のボスから似
たようなものを取られるだけのこと。またついでに言えば、それら郷全体を支配の下に置
く県レベルの主体にとっても、郷境の問題は実はそれほど深刻な・自らがコミットメント
するような問題にはならない。どう区切ろうが全部が自分の下にある。それに対して一人
地域ボスにとってのみ境界を何処に引くかは自己の資源をめぐる死活問題となる。 
 
４． 
 そしてここで、そもそも地域的境界というのはどういう社会状況の中で成立するのか、
という一般的問題も考えてみよう。 
 勿論、その中には、個体側が強い保護を求めその力を持つ権力の下に参集し、その結果
として一定の領域性を持つ集団が出来上がる、その集団支配地の外縁が境界だという形だ
ってあり得よう。フロンティアにも柵はある。 
 しかし伝統中国の社会結合の一般的なパターンを考えると、多くは一定の公共的課題を
主唱する主体を核にして、彼が周囲の人々を巻き込んで行く形をとる。中心によって定義
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される集団。中核に近い所には主唱者と同じ確信を共有する前衛党部分が形作られるにせ
よ、周辺に至れば至るほど日和見な人間が多くなる。どうしてもクリアーな境界という形
にはなり難い。そうした所において明確な境界線が登場するための条件は何だろうか。お
そらく一番考えやすいのは、同じ様な仕方で約束秩序の形成を図る主体が隣にも居て、双
方が囲い込み競争を行う場合であろう。 
 同レベルの、同質・同格の権力相互の対抗・拮抗、それが明確な境界を生み出すのでは
ないか。同格の国家同士が拮抗する中、国境が生まれる。またその権力は国家のように自
立していても良いが、より大きな権力機構の中の一部、例えば現代日本官僚制における省
同士、局同士の間といった関係だって同じ事は起こりうる。同格な権力の対立拮抗、それ
による下位資源の囲い込みの構造さえあれば、そこに境界線は現れる。 
 
５． 
 この地域では、もとから空間・領域に強くリンクせざるを得ない築堤という事業を契機
として、領域的性格を持つ地域的約束主体相互の拮抗状態が作られる。そして堤防の維持
管理という責務あるいは名目が続く故、その約束構造は築堤後も継続する。村（領域性を
持つ人的結合）が築堤をしたと言えると同じ程度に、築堤が村を作ったとも言える。当然
その基礎の上に同村＝同郷の民相互の間に強い結合関係が生まれることはあり得ようが、
それは原因と言うより結果であり、また基本的には築堤という主題に関わる限りでの領域
性である。別の公共的課題をめぐって別の約束構造が出来れば、築堤関係の境界と共存す
る仕方で別の形の線引きがなされることは十二分にあり得ることである。そして、それら
種々の境界が一つに重ねられる時は、そうした種々の約束権力自体もが重ねられる時なの
だろう。実際、共産党権力はそれを成し遂げた。 
 さて、片山報告の最後の所で、その廟に対して信仰を持つと持たぬとに関係なく、廟周
辺の一定の境界内に住む住民がその廟に対して寄付をする義務を負わされる事例が紹介さ
れた。上の仮説に従えば、それについても、隣にも廟があって同じく強制的な寄付集めに
励んでおり、住民は所詮はどこかから寄付をせびられる地位にあったのだ、それは住民相
互の地域的結合の徴表ではなく廟同士の縄張り争いの徴表だ、という想定が浮かんで来る
ことになるが、詳しい実態はどうだったのだろうか。 
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